
生産費把握 システム 「コス トくん
' 94」

農 試経営部

1 背 景 とね らい

平成元年度 に生産 費把握 システム 「コス トくん」を普及奨励 に移すべ き事項 に供 したが、 さ

らに経営の効率化 によるコス ト低減を図るな どの経営管理手腕が問われ る状況にな ってきた。

そこで従来の 「コス トくん」を農水 省の生産費調査の見直 し改正 に対応 させ るとともに、経

営の総合的な検 討が行 えるよ う、集計 できる作物 を追加 し全ての農産物 に対応 させたよ うに し

たこと、 および操作性の向上等 システムの改善を行 った。

2 技 術上の内容

(1)費 用集計 フ ァイルの変更 と集計作物の追加

従来集計できる作物 は水稲 ・野菜 ・果樹等であ った。今回は これ らに加えて畜産物 と繭を追

加 した。 (表 1)

(2)費 目分類 の見直 し

農水 省の農畜産物生産 費調査の改正 に併せて集計費 目を一部変更追加す ることによ り、現場

で費用 と して意識 されている ものを費用 と して計上 し、農業経営上の実感 に極力近づ けるよ う

に した。 (表 2)

(3)操 作性の改善

ア 集 計用 の費用 フ ァイルや システムの メニ ューを実態に合わせ るとともに、入力の簡

略化を図 った。

イ 労 働費の家族分 につ いてはあ らか じめ時間単価を入力 してい る。

ウ 集 計結 果を A4用 紙 に印刷 できるよ うに した。

3 指 導上の留意事項

(1)本 システ ムの使用環境 は次の とお り。

○使用機器 NE C  P C - 9 8 0 1シ リーズの コンピューターー式

○使用 ソフ ト  L o t u s  l = 2 3  R 2 . 1 以 上

( 2 ) 計 算結果は見直 し前の生産費 とは厳密には対比できないこと。

( 3 ) 従 来の 「コス トくん」では労働時間集計機能があ ったが、新 システムでは この機能 わ

削除 してい る。 なお、労働時間の集計には 「農作業 日誌分析 v e r 。3 ( ソリマチ) J が 使用 でき

る。
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水柄費用 フ ァイル

生産物単位 6 0 k g当りの集計を行 い園芸施

設費のない作物 (水稲、麦類、豆類等 )。

野菜費用 フ ァイル

野菜等の園芸施 設費を計上、成園費は計

上 しない作物。

果樹費用 フ ァイル

園芸施設費、成園費が計上 され る作物

(果樹、 アスパ ラガス、 ホ ップ等 )

改 正  前

地代 算入 )

表
一 集計 フ ァイルの変更 と追加
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水補費用 フ ァイル

生産物単位 6 0 k g 当りの集 計を行 い園芸施設費の

ない作物 (水稲、麦類、豆類等 )。

ん

園芸集計 フ ァイル

生産物単位 1 0 0 k g で、

物。成園費につ いては

果樹 な ど。

花 き集計 フ ァイル

生産物単位 1 0 0 本で、

物。成園費につ いては

園芸施設費を計上す る作
システムの中で問 う。野菜

園芸施設費を計上する作
システムの中で問 う。
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牛乳、 肉用牛 (肥育牛、子牛 )、 肉豚、鶏卯の

各生産物単位当 り。

繭集計 フ ァイル

上繭 l  k g 当り。

表 - 2 主な集計費 目分類の変更 と追加
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しては、上記以外の特殊な費目もあるが、
うな品目も用意している。
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ここでは割愛 した。なお、




